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ピアッザは地域のイベント情報や、不要品の譲り
合い、地域の病院情報などを聞いたり・答えたりし
て、地域の人と交流できるアプリです。守口市公式
アカウントでは、イベント情報を発信しています。
ぜひフォローしておでかけの参考にしてください。

詳しくはこちら➡
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未就学児のお子さんの
写真を大募集！
誕生月に広報もりぐちへ
掲載します。

掲載イメージ

月生まれのお子さんの写真

11月以降生まれのお子さんの写真も
随時受け付けています。

応募
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月 日

市と包括連携協定を締結している大阪ブルテオン（旧：パナソ
ニックパンサーズ）の選手たちが、守口小学校の4年生を対象に、
体育の時間でバレーボールの出前授業を実施しました。
今年度は、守口小学校の他にも、錦小学校・さくら小学校・よつ

ば小学校・さつき学園の合計5校で、3・4年生を対象に実施し、子
どもたちは元気に楽しく取り組んでいました。
守口市教育委員会の公式Xでも、当日の様子をポスト

しています。

市内小学校の給食の食材として、年に3回野菜を提供さ
れている都市農業研究会と地元農家の皆さん。この日は提
供食材「玉ねぎ」を使った給食を、守口小学校5・6年生の児
童と一緒にいただきました。
この日の献立は、ごはん・牛乳・チンゲン菜のみそ汁・豚肉

の生姜焼き。農家さんが作られた玉ねぎはおいしいと大好
評の声が飛び交い、児童の皆さんより「おいしい野菜を作っ
てくれてありがとう」と感謝の言葉が伝えられました。

小学校でバレーボール出前授業

守口産の野菜、いただきます！

プロ選手との交流で子どもたちは笑顔いっぱい

都市農業研究会・地元農家  給食試食会

30５

11６

株式会社エム・ジー・コーポレーションから、地域活動の一環と
して、企業版ふるさと納税「子育てファミリー世帯の守口定住を促
す事業」への寄附をいただきました。本市行政の推進のために、大
切に使わせていただきます。
同社は、明月館グループとして高級焼き肉「明月館」などを府内

で展開しており、市内には「がんてつ」「がんてつはなれ」の2店舗が
あります。30年余り、地域の皆さんに親しまれている焼き肉店です。

民話のふるさと岩手県遠野大使でミュージシャンの船
ふなこし
越由

ゆ か
佳氏をお

招きし、「由佳・御伽語り～遠野物語と宮澤賢治の世界～」を開催しま
した。当日は53人が参加され、普段は味わうことのできない遠野物
語と宮澤賢治の不思議な世界観に引き込まれました。
もりぐち歴史館では、年間を通じて武家屋敷ならではのイベントや、

四季を感じることのできるイベントを実施しています。ぜひ一度お越
しください。

地域のためにふるさと納税

もりぐち歴史館が遠野物語の世界へ

「明月館グループ」より企業版ふるさと納税

由佳・御
おとぎ
伽語り～遠野物語と宮澤賢治の世界～

30５

９６

広告のお問い合わせは、株式会社ジチタイアド（℡092-716-1401）へ。広告内容に関する一切の責任は広告主へ帰属します。

　取材でこども園を訪ね
ると、楽しそうに水遊び
している子どもたちが。

　カメラを気にしつつ、うっかり水かけてくれない
かな…と心の中で考えていたのは内緒です。
　今年の暑さは災害級ともいわれます。熱中症には
十分気を付けてお過ごしくださいね。
 魅力創造発信課　まえだ

せの市長の

ちょっとえぇやん
今年は、江戸の品川宿から大坂の守口宿までの

東海道五十七次の宿駅すべてが完成して400周年
に当たります。これを記念して、先日、市内で記
念のシンポジウムと守口宿周辺のウォークイベン
トを開催し、たくさんの人にご参加いただきました。
本市では、その街道である文禄堤（豊臣秀吉が築

造！）沿いに立地する旧家「旧徳永家」を、歴史を感
じさせる外観を活かしつつ、レストランやカフェ
に加えてガレージショップなどを備え、多くの人
に楽しんでいただける「にぎわい交流拠点」として
リノベーションします。
令和7年4月から順次オープンしていきますので、

皆さんもぜひお越しください！
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みんなの #もりスマイル I
イ ン ス タ グ ラ ム
nstagramに「#もりスマ

イル」を付けて投稿された
写真をピックアップしてご
紹介。
　守口市にあるさまざまな
スマイル（景色・人・モノな
ど）を「#もりスマイル」を付
けて投稿してくださいね。
広報誌に載るかも!?　 ＠watamaru1664  　 難宗寺　 ＠watamaru1664  　 難宗寺　 ＠watamaru1664  　 難宗寺

問魅力創造発信課
℡06-6992-1353
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